












昨年10月 に前任の金道先生か ら阪大強磁場 を引 き継 いだ。現在(6月)に 至 るまでの問に、 ソフ
トボールの練習 中の太 ももの肉離 れに始 まって、い ろいろなことがわずかの期 間に起 こ りもっと長
くいるような気 さえす る。伝統ある阪大強磁場 を引 き継 いで うれ しい反面、正直言 って大変 なもの
を引 き受 けたなと言 う気持 ち もあ り複雑である。
金道先生が 「阪大 強磁 場 を離れるにあたって」で書 かれていたように、 ここは伊達宗行阪大名誉
教授の流れ を汲 む研究室である。70年代 中ごろに理学部付属施設 として阪大超強磁場施設が作 られ、
その後基礎工学部の研 究室 と一緒 になって極 限物質研究 センターが立 ち上 げ られ、10年 後 の改組で
極 限科学研 究センター となった。センター超強磁場部門の最初 の先生 は山岸先生(故 人)で 、その
後金道先生が後 を継 ぎ、世界記録 を有する非破壊パルス磁石 の開発 を行 った輝か しい伝統 を持っ施
設である。そ うい うわけで素晴 らしい ところを引 き継 いだことになるが、プレ ッシャー もその分大
きなものになる。セ ンター長 の北岡先生 は赴任 当初 にその ことを察知 してか、「阪大強磁場 とい う
こ とを必要以上 に意識せず 、萩原 さんのや りたい ように研究 を進めて もらっていいですか ら。」 と
言 っていただいた。 これまで阪大強磁場 には客員研究員 として何度 もお世話 になって二十編近い論
文 を出 したが、パ ルス磁場 中での装置の開発 を自らの手で行 っていなかったことを考慮 してのこ発
言だったと思 っている。 ここの研 究ス タイルは基本的 には強磁場 を使 って大学 や研究所か ら提供 し
ていただ く様'々な試料 の強磁場物性 を調べる と言 うものである。一方、私が これまで取 って きた研
究ス タイルは何 か興味のある対象 を探 して きて、多 くの場合 自ら試料 を作 り、いろいろな測定手段
を使 ってその物質の持つ物性 を多角 的に調べ ると言 うものであった。どちらがいい ともいえないが、
最近の量子ス ピン系や強相関電子系 の ような複雑 な系 になって くる と一つの実験手段 で明 らかにで
きる ところは多 くの場合少 な く、バルクな測定 とミクロな測定 をともに行 って少 しずつ全容が明 ら
かになることが多い。何 に載 っていた文章 だったか失念 したが、伊達先生が次 のように書 いてお ら
れた。 「昔 の研 究対象 はあ る一つの実験手法でその本 質がわか ることが多かったが、最近 の対象 は
多面的 に実験 を行 う必要がある。」 と。前者の研究スタイルでは対象 に深 く切 り込 んでいか ない と、
底 の浅い研究の オンパ レー ド、時には実験 データを陳列 しただけの もの になる危険性 を有す る し、
後者 の場合、一人でやると研究対象が なかなか広が らない。
す ぐに研 究スタイルを変えることはで きない し、 これ まで行 ってきた共同研究 をす ぐやめるわけ
にもいかないので、 これ まで どお りの ことをや りなが ら強磁場 を一つの手段 として何か面 白い こと
がで きないか考 えていこうと思 っている。磁化や抵抗 といった基本的な物理量 の測定 はパルス磁石
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を用いた強磁場測定ではス タンダー ドな ものであ り、 これ まで阪大強磁場施設で は世界最高磁場 を
出す非破壊パルス磁石 を用いて精密な測定 を極低温、圧力下 などの複合極限下で行ってきて他の追
随を許 さない ものであった。 しか しなが らこれ らのい くつか は金道先生 の異動 に伴 い東大物性研 に
移 ったので、 ここで はそれ らとは異 なる展開 もしなければな らない ことになる。一つはこれまでに
我 々が超伝導磁石 を用いて開発 を行 って きた電子ス ピン共鳴(ESR)実 験 を、パルス磁石 を用いて
広 い周波数一磁場範囲で行 えるようにす ることである。阪大強磁場 はミリ波 サブ ミリ波のいい発振
器がなかった時代 にESR測 定の磁場範囲 を広 げてい くとい う選択の中か ら誕生 したことを思 えば先
祖返 りの感がある。パルス強磁場 を用いた ミクロな測定 に関 してはやは りESR測 定法の充実 は必要
であ ると思 う。 この5月 に助手 にな られた木村尚次郎 さんがボス ドクをされていた際に開発 された
55Tま での遠赤外 レーザ ーを用 いた装置がすで に稼動 しているの は大変あ りがたか った。今後 これ
をベースに してESR測 定 は進めてい くが、阪大強磁場施設の強みの一つ はコンデ ンサ ーバ ンクの容
量が他 に比べ て比較 的大 きいため、他の所 ではボア径 を小 さくしてやっ と出せ る40テ ス ラの磁場 を
ボア径 の大 きな磁石 で出せるこ とである。その広 いボア径 の中でこれ までスペースの問題 でで きな
かった ことを行 い、極低温、高圧 といった従来の複合極 限下 とも一味違 った測定環境 を整えるつ も
りでいる。それ とパルス磁場 と同様 にス タティックな磁場環境 もい ろいろな測定では重要になる と
思 うのでこれ まで と同様 に平行 してや ってい きたい。
測定対象 はや は り外部か らの試料 の提供 をあ る程度期待 しつつ、 自分 らで もで きる範囲で作 れる
ようにしたい と思 ってい る。赴任 当初、研究室の人 たちに物性研究 は大 きく3つ のステップに分 け
ることがで きる と話 した。研究対象 を見つけ出 し、試料 を作 りキャラクタライズする ところまでが
三分の一、実験装置 を作 り、実験する ところが三分 の一、結果 を整理 し解析 して論文 を書いて投稿
し論文誌 に発表する ところが残 りの三分の一 である。 もちろん研究 によっては こんなに単純 に三等
分 はで きないが、均せばだいたい こんな ものであ ると思っている。 ここでは設備 もな くあま りで き
なかったこともあるが、最初 の三分の一 に関 して関心が高 くなかったように感 じたので自分で研 究
対象 を探 し出 してほ しい とも言 った。すべてやった ら大変だ とい うの もわかるがその くらいの気 持
ちを持 って もらいたい と。
最後 にこれまでに阪大 について思 ったことを少 し記載 してペ ンを摘 きたい。我 々の所 は理学研 究
科 と基礎工学研 究科の協力講座 になっている。一昨年 まで理学研究科の協力講座だけであ ったため、
大学院の学生 をそち らか ら受 け入れていた。 しか し学部生 はまった く受け入 れを拒否 されてお り、
研 究室の紹介す らで きない。協力講座 で も学部生が配属 されている ところがあるのになぜか と聞 く
と基幹講座 か ら分 かれた ものでないか らだ とい う。一方、基礎工学研究科 は基幹、協力 の区別な く
学生が望めば どの研究室に も配属 され るようである。研 究室の配属 はで きれば学部4年 生が望 まし
い と思 っている。研究室 のこ とや研 究のこ とをじっ くり一年 かけて観察 した後 に、修士課程では最
初か ら研 究生活 に入 れるか らである。 また、大学院か ら入 る学生は多 くの場合他大学出身者が多い
ので阪大の様々な ことに慣れ研究 をス ター トさせ るのにどうして も数 ヶ月かか って しまう。修士論
文発表 までの期間は学部で配属 される学生のほぼ半分 と見ていい。基礎工学部 は理学部 と工学部の
問にあって常 に存在理由が問 われて きたせいか、組織 の改変 を含めて柔軟に対処 している ように感
じるのは私だけであろうか。
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